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宋
代
西
廟
故
事
と
蘇
輯

一
趙
令
時
「
商
調
蝶
恋
花
」
を
め
ぐ
っ
て
一

黄

冬
　
柏

は
じ
め
に

　
崔
鶯
鶯
と
張
生
の
恋
愛
を
題
材
と
す
る
西
堂
故
事
は
、
唐
代
伝
奇
小
説
「
鶯
鶯
伝
」
か
ら
元
代
雑
劇
「
豊
能
記
」
に
至
る
お
よ
そ
五

百
年
の
間
、
云
誤
転
踏
、
前
馬
詞
、
諸
宮
調
、
話
本
小
説
、
あ
る
い
は
戯
曲
等
に
仕
組
ま
れ
て
、
ま
さ
し
く
中
国
の
俗
文
学
史
の
一
端

を
支
え
続
け
て
来
た
と
言
え
る
。
こ
の
「
鶯
言
伝
」
か
ら
「
西
廟
記
」
ま
で
の
文
学
史
を
考
え
る
時
、
そ
の
中
間
に
当
る
薬
代
は
、
中

国
俗
文
学
の
発
展
の
重
要
な
時
期
で
も
あ
る
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
現
存
す
る
前
掲
作
品
が
少
な
く
、
か
つ
関
連
資
料
に
乏
し
い
こ

と
に
よ
っ
て
、
従
来
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
本
稿
で
は
、
北
宋
文
壇
の
盟
主
で
あ
る
門
訴
と
霊
代
行
為
故
事
の
繋
が
り
に
つ
い
て
考
察
し
、
蘇
輯
の
門
下
生
で
あ
る
秦
観
、
毛
滲

等
の
西
廟
故
事
に
取
材
し
た
作
品
、
特
に
伝
令
時
の
「
商
調
蝶
恋
花
」
を
め
ぐ
っ
て
、
蘇
賦
と
彼
ら
文
人
た
ち
と
の
交
遊
関
係
を
見
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
蘇
載
が
二
代
に
於
け
る
各
色
故
事
の
流
伝
の
中
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
、
ま
た
「
商
調
蝶
野
花
」
と
い

う
作
品
が
西
廟
故
事
の
演
変
の
中
に
ど
の
よ
う
な
地
位
を
占
め
る
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

｝卯一

ま
ず
西
廟
故
事
の
成
立
お
よ
び
霊
代
に
於
け
る
西
庸
故
事
の
流
伝
と
蘇
載
の
役
割
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　
宋
代
西
痛
故
事
と
蘇
賦
（
黄
）



中
国
文
学
論
集
　
第
二
十
四
号

　
崔
鶯
鶯
と
張
生
の
恋
愛
を
題
材
と
す
る
山
鼠
故
事
は
、
周
知
の
如
く
、
唐
の
元
三
（
字
微
之
、
七
七
九
－
八
三
一
年
）
の
伝
奇
小

説
「
鶯
鶯
伝
」
に
源
を
発
す
る
。
そ
の
故
事
の
梗
概
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
唐
の
貞
元
年
間
（
七
八
五
－
八
三
四
年
）
、
当
時
一
介
の
書
生
で
あ
っ
た
張
生
は
蒲
州
に
遊
び
、
普
救
寺
に
宿
泊
し
、
た
ま
た
ま

彼
の
母
の
姉
妹
「
崔
氏
毒
婦
」
及
び
娘
の
鶯
鶯
と
居
合
わ
せ
る
。
折
し
も
そ
こ
で
兵
乱
に
遭
遇
し
、
危
難
が
二
曲
母
女
に
及
ん
だ
が
、

幸
い
張
生
の
尽
力
に
よ
っ
て
彼
女
ら
は
助
け
ら
れ
た
。
そ
の
恩
に
報
い
よ
う
と
思
っ
た
雀
氏
は
、
一
日
過
生
を
招
く
が
、
席
画
、
重
藤

の
美
貌
に
、
蒲
生
は
す
っ
か
り
心
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
後
、
総
門
の
脾
紅
娘
に
頼
ん
で
意
を
伝
え
、
双
方
漸
く
心
が
通
じ
て
所

謂
西
廃
の
交
わ
り
が
始
ま
る
が
、
や
が
て
託
生
は
試
験
の
た
め
に
長
安
に
赴
き
、
落
第
し
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
都
に
留
ま
る
こ
と
に
な

る
。
そ
の
間
に
手
紙
の
や
り
と
り
が
あ
り
、
悲
歎
に
暮
れ
る
亜
種
は
変
ら
ぬ
深
情
を
伝
え
た
が
、
や
が
て
張
生
は
鶯
鶯
と
の
関
係
を
断
っ

て
し
ま
う
。
の
ち
鶯
鶯
は
人
妻
と
な
り
、
張
生
は
別
に
妻
を
迎
え
る
。

　
「
鶯
鶯
伝
」
は
許
容
伝
奇
小
説
中
の
佳
品
と
し
て
中
国
文
学
史
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
の
ち
に
千
古
の
名
劇

「
西
廟
記
し
の
源
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
幾
代
に
あ
っ
て
こ
の
「
鶯
鶯
伝
」
は
、
北
宋
初
の
太
平
興
国
二
年
（
九
七
七
年
）
、
太

宗
の
勅
命
に
よ
っ
て
、
李
肪
等
が
編
し
た
小
説
集
『
太
平
広
記
』
巻
四
百
八
十
八
雑
伝
記
中
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
該
書
は
三
百
四
十

四
種
類
の
書
籍
か
ら
引
用
し
た
、
漢
か
ら
五
代
に
至
る
野
史
、
伝
奇
小
説
の
一
大
集
成
で
あ
る
が
、
太
平
興
国
三
年
八
月
に
奉
呈
の
後
、

印
刷
に
及
ば
ず
、
雛
版
が
太
清
楼
に
蔵
せ
ら
た
ま
ま
、
館
閣
文
人
な
ど
少
数
の
人
々
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

　
蘇
賦
（
字
子
謄
、
号
東
披
居
士
、
一
〇
三
六
一
一
一
〇
一
年
）
は
、
卓
抜
し
た
文
藻
を
も
っ
て
、
北
宋
文
壇
の
盟
主
と
し
て
、
当

時
の
文
学
の
各
ジ
ャ
ン
ル
に
巨
大
な
貢
献
を
し
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
ま
た
西
庵
故
事
の
流
伝
と
発
展
に
つ
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
先
の
太
清
楼
に
蔵
さ
れ
た
『
太
平
広
記
』
を
実
見
し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
や
、
実
際
に
彼
自
身

の
詩
詞
中
に
西
廟
故
事
に
直
接
言
及
し
た
作
品
が
散
見
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
面
白
い
の
は
現
存
す
る
宋
代
の
西
廟
故
事
に
取

材
し
た
作
品
が
す
べ
て
彼
の
門
下
生
、
あ
る
い
は
彼
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
文
人
た
ち
が
作
っ
た
も
の
に
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
以
下
の
詞
句
が
「
鶯
鶯
伝
」
に
拠
っ
て
作
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
欝
欝
の
作
品
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ユ
い

①
「
南
歌
子
」
詞
－
「
美
人
依
約
と
し
て
西
廟
に
在
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

②
「
雨
中
花
慢
」
詞
：
「
月
を
待
つ
西
痛
」

【
4
8㎜



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
③
「
定
風
波
」
詞
：
「
郎
の
為
に
憔
埣
し
て
却
っ
て
郎
を
差
づ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ら
ソ

　
④
「
張
子
野
年
八
十
五
、
尚
空
買
妾
、
述
詔
令
作
詩
」
詩
：
「
詩
人
老
い
去
り
て
鶯
鶯
在
り
、
公
子
帰
り
来
り
て
燕
燕
忙
し
」

　
こ
の
う
ち
③
の
詞
句
は
「
鶯
壁
書
」
か
ら
そ
の
ま
ま
襲
用
し
た
も
の
で
、
ま
た
④
詩
に
つ
い
て
、
避
止
王
　
の
『
野
客
叢
書
』
巻
二

十
九
は
、
　
「
張
子
野
晩
年
に
奉
献
多
し
、
東
披
詩
有
り
て
曰
く
：
〈
詩
人
老
い
去
り
て
鶯
鶯
在
り
、
公
子
帰
り
来
り
て
燕
燕
忙
し
〉
と

は
正
に
当
家
の
故
事
を
用
み
る
な
り
。
案
ず
る
に
唐
の
張
君
瑞
、
崔
泣
女
と
蒲
に
於
い
て
遇
ふ
、
崔
は
小
名
鶯
鶯
、
思
量
と
李
紳
と
そ

の
事
を
語
り
、
　
「
鶯
鶯
歌
」
を
作
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
．
以
上
の
如
く
、
蘇
載
は
『
太
平
広
記
』
に
収
め
ら
れ
る
「
鶯
鶯
伝
」
を
実

見
し
、
そ
の
影
響
を
受
け
、
格
別
の
関
心
を
も
っ
て
自
己
の
詩
詞
中
に
引
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
当
時
文
壇
の
領
袖
の
地
位
に
あ
っ
た
蘇
載
は
、
そ
の
門
下
に
、
全
国
的
に
幅
広
い
後
輩
の
文
人
芸
術
家
を
結
集
さ
せ
て
い
た
。

明
の
胡
鷹
麟
『
詩
藪
』
脚
立
雑
学
に
、
　
「
黄
愚
直
、
秦
少
游
、
陳
無
比
、
晃
無
答
、
張
緊
急
、
唐
子
西
、
李
芳
叔
、
薄
徳
麟
…
…
皆
東

回
に
従
ひ
て
遊
ぶ
者
な
り
。
」
と
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
従
東
披
遊
者
」
に
は
二
十
三
人
を
挙
げ
、
ま
た
「
与
重
三
善
者
」
と
し
て
十
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

人
の
名
前
を
並
べ
て
い
る
。
所
謂
「
里
門
四
学
士
」
、
　
「
出
門
六
君
子
」
は
そ
の
中
か
ら
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
国
財
の
時
代
、
才

子
佳
人
式
の
男
女
愛
情
を
反
映
し
た
西
廟
故
事
は
、
当
時
の
知
識
人
達
の
理
想
像
に
合
致
し
、
大
い
に
興
味
を
惹
く
対
象
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
特
に
上
上
の
影
響
は
大
き
く
、
そ
の
門
下
に
文
人
集
団
を
形
成
し
た
が
、
彼
ら
は
屡
々
こ
の
故
事
を
話
題
と
し
、
ま
た
筆

端
に
付
し
て
い
る
。
以
下
に
は
、
蘇
載
の
門
下
生
と
さ
れ
る
秦
観
、
越
南
、
特
に
趙
令
時
の
西
浜
故
事
に
取
材
し
た
作
品
を
め
ぐ
っ
て

具
体
的
に
述
べ
て
み
よ
う
と
思
う
。

一
4
9一

二

　
宋
代
に
お
い
て
現
存
す
る
西
痛
故
事
に
取
材
し
た
作
品
と
い
え
ば
、
ま
ず
秦
観
と
毛
湧
の
「
調
笑
転
踏
」
が
あ
る
。
秦
観
（
字
少
游
、

一
〇
四
九
1
＝
〇
一
年
）
は
、
煕
寧
十
年
（
一
〇
七
七
）
徐
州
で
蘇
載
に
文
才
を
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
元
祐
初
年
、
賢
良
方
正
を

以
て
朝
廷
に
出
仕
し
、
官
は
太
腿
博
士
、
国
史
院
編
修
官
に
至
る
、
い
わ
ゆ
る
「
蘇
門
四
学
士
」
の
中
心
人
物
で
あ
る
。
特
に
軍
糧
は

《
秦
少
游
真
賛
》
　
（
『
益
益
文
集
』
巻
二
十
一
）
と
い
う
賞
辞
を
残
し
て
い
る
。
秦
観
の
詞
は
二
上
の
典
型
と
い
わ
れ
る
が
、
古
代
の

　
　
　
　
　
宋
代
西
痛
故
事
と
蘇
載
（
黄
）



　
　
　
　
　
中
国
文
学
論
集
　
第
二
十
四
号

美
人
を
詠
じ
る
「
雨
竜
転
踏
」
　
（
『
准
海
居
士
長
短
句
』
巻
下
）
も
こ
う
い
っ
た
薄
々
の
美
し
さ
を
表
現
し
た
作
品
で
あ
る
。
客
観
の

「
調
笑
転
踏
」
は
全
部
で
十
首
、
そ
れ
ぞ
れ
王
昭
君
、
楽
昌
公
主
、
崔
徽
、
無
双
、
焼
灼
、
紛
紛
、
鶯
鶯
、
採
証
、
煙
中
怨
、
離
叢
記

と
題
す
る
が
、
そ
の
う
ち
第
七
首
「
鶯
鶯
」
は
西
面
故
事
の
女
主
人
公
崔
重
畳
を
詠
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
同
じ
く
蘇
載
の
門
下
生
で
あ
る
尊
詠

　
　
　
　
　
　
　
黒
髪
四
年
（
一
〇
八
九
）

廷
に
薦
め
ら
れ
て
秀
州
の
知
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

る
。
毛
湧
の
「
腹
甲
転
踏
」

鶯
鶯
、
茜
手
、
張
好
好
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
崔
家
有
女
名
鶯
鶯

　
　
未
識
春
光
先
有
情

　
　
河
橋
兵
齪
依
薫
寺

　
　
紅
愁
緑
惨
見
張
生

　
　
張
生
一
見
春
情
重

　
　
明
月
梯
培
花
樹
動

　
　
夜
半
紅
娘
擁
抱
來

　
　
脈
脈
驚
魂
若
春
夢

　
　
春
夢
　
神
仙
洞

　
　
再
再
彿
培
花
樹
動

　
　
西
廟
待
月
知
誰
共

　
　
更
菟
玉
人
情
重

　
　
紅
娘
深
夜
行
雲
送

　
　
困
韓
叙
横
金
鳳

　
ま
た
「
調
笑
忍
辱
」

あ
る
。
朝
霞
は
、

　
崔
家
に
女
あ
り
　
名
は
鶯
鶯

　
未
だ
春
光
を
識
ら
ざ
る
に
　
先
ず
清
あ
り

　
河
橋
の
兵
乱
に
薫
寺
に
依
り

　
紅
愁
緑
惨
に
し
て
　
張
生
を
見
る

　
張
生
一
た
び
見
て
　
春
情
重
し

　
明
月
　
培
を
払
ひ
て
　
花
樹
を
動
か
す

　
夜
半
　
紅
娘
に
擁
抱
さ
れ
来
た
り

　
脈
脈
と
し
て
　
魂
驚
か
し
て
春
の
夢
の
若
し

　
春
の
夢
か
　
神
仙
の
洞
か

　
再
再
と
し
て
　
培
を
払
ひ
て
　
花
樹
を
動
か
す

　
西
廟
に
月
を
待
つ
　
知
ら
ん
　
誰
と
共
に
か
せ
ん

　
更
に
玉
人
の
情
重
き
こ
と
を
覚
ゆ

　
紅
娘
　
深
夜
に
行
雲
を
送
り
て

　
困
騨
て
　
銀
に
金
鳳
横
た
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
字
沢
民
、
書
誤
堂
、
｝
〇
五
五
一
一
＝
　
○
年
）
に
も
作
品
が

　
　
　
　
　
に
蘇
載
が
杭
州
の
守
と
な
っ
た
時
の
法
曹
で
、
そ
の
詩
才
を
深
く
重
ん
じ
ら
れ
、
後
、
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
蘇
載
詩
集
』
巻
三
十
一
の
中
に
「
次
韻
毛
払
法
曹
感
雨
」
と
い
う
詩
が
見
え

（
『v
名
家
詞
』
第
一
集
第
八
冊
『
東
堂
詞
』
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
崔
徽
、
秦
娘
、
勝
勝
、
美
人
賦
、
灼
熱
、

　
　
　
　
　
　
そ
の
第
六
首
「
鶯
鶯
」
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

㎜
5
0一



春
風
戸
外
花
薫
薫

緑
窃
繍
屏
阿
母
嬌

白
玉
郎
君
侍
恩
力

樽
前
心
酔
隻
翠
麺

西
廟
月
冷
濠
花
霧

落
霞
零
齪
堵
東
樹

此
夜
難
犀
已
暗
通

玉
環
寄
恨
人
何
塵

何
塵
　
長
安
路

不
記
培
東
花
沸
樹

琴
理
罷
電
裳
譜

依
奮
月
窟
風
戸

薄
情
年
少
如
飛
紮

夢
逐
玉
環
西
去

　
こ
の
秦
観
と
毛
湧
の
作
品
は
「
転
踏
」

詩
一
首
と
「
調
笑
令
」
詞
一
首
と
を
組
み
合
わ
せ
て
、

の
二
字
を
繋
連
し
、
ま
た
「
調
笑
令
」

故
事
を
一
系
と
す
る
。
と
こ
ろ
で
、

な
い
。
し
か
も
「
転
置
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
制
限
に
よ
っ
て
、

「
鶯
旧
風
」
中
の
一
つ
の
プ
ロ
ッ
ト
を
詠
じ
る
の
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

能
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
は
い
え
、
社
会
の
発
展
及
び
文
人
価
値
観
の
変
化
に
伴
い
、
こ
の
二
つ
の
「
調
質
転
踏
」

春
風
戸
外
に
ふ
き
花
瀟
瀟
た
り

緑
窓
　
繍
屏
　
阿
母
　
嬌
し

白
玉
の
郎
君
　
恩
力
を
侍
ん
で

樽
前
　
心
に
酔
ふ
　
双
の
翠
綱

西
廟
　
月
冷
や
か
に
　
花
霧
濠
た
り

落
霞
　
零
乱
す
　
培
東
の
樹

此
の
夜
　
霊
犀
　
已
に
暗
に
通
り
て

玉
環
　
恨
み
を
寄
す
　
人
　
何
れ
の
処
ぞ
と

何
れ
の
処
　
長
安
の
路

記
え
ず
　
培
東
に
花
樹
を
払
ふ
を

琴
　
理
め
罷
む
　
寛
裳
の
譜

依
旧
な
り
　
月
窓
　
風
戸

薄
情
の
年
少
　
飛
紮
の
如
し

夢
　
玉
環
を
逐
ひ
て
　
西
に
去
る

　
　
　
と
い
う
形
式
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
「
転
踏
」
と
は
宋
代
の
歌
舞
曲
で
あ
り
、
七
言
律

　
　
　
　
　
　
　
　
古
代
の
美
人
の
故
事
を
詠
じ
る
楽
曲
で
あ
る
。
詩
の
最
後
の
二
宇
と
詞
の
最
初

　
　
と
い
う
下
士
を
用
い
る
こ
と
か
ら
、
　
「
調
笑
転
踏
」
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
通
常
八
つ
の

　
秦
観
と
毛
湧
が
作
っ
た
「
調
笑
転
踏
」
の
内
容
は
小
説
「
書
淫
伝
」
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
者
は
七
言
律
詩
と
直
線
詞
の
み
で
故
事
を
詠
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
廟
故
事
全
体
を
叙
述
す
る
こ
と
は
到
底
不
可

宋
代
西
廟
故
事
と
蘇
賦
（
黄
）

は
、
そ
の
主
題
に
お
い
て
原
作
「
鶯
…
鶯

｝
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伝
」
に
比
べ
て
明
確
な
進
歩
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
鶯
直
伝
」
中
の
「
時
人
多
く
張
生
に
許
し
て
善
く
過
ち
を
補
う
者
と
為
す
」

と
い
う
言
葉
に
対
す
る
毛
湧
の
反
発
な
ど
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
調
笑
転
踏
」
中
で
「
薄
情
の
年
少
飛
紫
の
如
し
」
と

張
生
を
批
判
し
、
そ
の
負
心
棄
義
の
行
為
に
対
し
て
不
満
の
気
持
ち
を
表
明
し
、
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
宋
代
に
お
い
て
は
、
物
質
生
産
の
発
展
と
商
品
経
済
の
繁
栄
及
び
市
民
階
層
の
形
成
に
つ
れ
て
、
社
会
発
展
の
需
要
に
応
じ
る
一
つ

の
新
し
い
文
化
一
市
民
文
化
が
形
成
さ
れ
始
め
る
。
な
か
で
も
「
瓦
子
」
　
（
「
瓦
騨
」
或
い
は
「
瓦
舎
」
と
も
称
さ
れ
る
）
や
、

　
　
　
ア
　

「
勾
閲
」
に
お
い
て
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
娯
楽
文
化
が
当
時
の
都
市
で
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
。
　
『
東
京
夢
華
録
』
撃
払
に
よ
る
と
、

沐
京
（
今
の
河
南
省
開
封
市
）
の
東
角
楼
街
周
辺
だ
け
で
も
「
街
の
南
に
当
家
瓦
子
、
北
に
近
け
れ
ば
則
ち
平
瓦
、
次
里
瓦
。
其
の
中

に
大
小
勾
閲
五
十
余
座
」
な
ど
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
当
時
の
盛
り
場
を
中
心
と
し
た
文
化
は
、
南
宋
に
至
っ
て
更
に
繁
栄
し
、

『
夢
話
録
』
巻
十
九
「
瓦
舎
」
の
中
に
臨
安
（
今
の
漸
江
杭
州
市
）
の
盛
況
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
規
模
の
大
き
な
娯
楽
文
化

の
繁
栄
に
伴
っ
て
、
通
俗
文
学
（
特
に
講
唱
文
学
）
は
大
い
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
文
学
が
相
互
に

影
響
し
合
う
こ
と
と
な
り
、
人
気
の
あ
る
故
事
が
あ
れ
ば
、
同
じ
題
材
を
雑
劇
、
説
話
、
院
本
、
鷺
宮
調
な
ど
と
い
っ
た
異
な
る
芸
能

形
式
よ
っ
て
上
演
す
る
こ
と
も
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
社
会
風
気
と
文
化
条
件
を
背
景
と
し
て
、
西
条
故
事
は
広
く
伝
播
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
蘇
載
は
文
人
集
団
を
形

成
し
た
が
、
そ
の
文
人
達
の
多
く
は
、
娼
妓
と
も
よ
く
詩
の
や
り
と
り
な
ど
を
し
て
お
り
、
ま
た
「
三
子
」
、
　
「
勾
閲
」
な
ど
と
い
っ

た
民
間
娯
楽
の
場
所
に
も
度
々
顔
を
出
す
な
ど
、
庶
民
階
層
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
た
。
西
出
故
事
も
、
か
か
る
情
況
の
下
に

広
く
民
間
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
北
宋
の
羅
樺
『
酔
翁
談
録
』
巻
一
「
小
説
開
辟
」
に
、
当
時
「
鶯
鶯
伝
」
が
卓
文

君
、
李
亜
聖
、
恵
聖
書
偶
、
王
魁
負
心
、
唐
輔
采
蓮
な
ど
の
故
事
と
並
ん
で
、
説
話
人
に
よ
っ
て
よ
く
上
演
さ
れ
た
伝
奇
小
説
で
あ
っ

た
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
南
宋
の
周
密
の
『
武
林
旧
事
』
巻
十
の
中
に
「
鶯
鶯
文
広
」
と
い
う
官
本
雑
劇
の
題
目
が
見
え
る
の
も
、
同

…
様
の
情
況
を
説
明
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
現
存
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
、
西
廟
故
事
は
文
人
士
大
夫
達
の
サ
ロ
ン
で
の
話
題
と
な
り
、
彼
ら
の
創
作
の
題
材
と
な
っ
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
都
市

文
明
の
発
展
と
市
民
文
化
の
勃
興
に
伴
い
、
通
俗
文
学
の
描
く
対
象
と
し
て
民
間
に
上
演
さ
れ
、
そ
し
て
広
く
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
で
は
、
西
廟
故
事
の
当
時
の
民
間
に
お
け
る
流
伝
の
具
体
的
な
情
況
を
知
る
こ
と
は
、
全
く
望
む
べ
く
も
な
い
の

｝
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で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
、
こ
の
欠
落
を
補
う
も
の
と
し
て
、
本
稿
が
以
下
に
取
り
上
げ
る
下
々
時
の
「
商
調
蝶
恋
花
」
の
存
在
は
、
極
め

て
重
要
な
意
義
を
持
つ
も
の
と
な
る
。
こ
の
「
商
調
蝶
輝
国
」
に
つ
い
て
、
王
国
維
は
『
戯
曲
考
源
』
　
（
『
王
観
堂
先
生
全
集
』
冊
十

五
）
に
お
い
て
、
　
「
伝
ふ
る
者
は
惟
満
室
麟
の
「
商
調
蝶
恋
花
」
、
　
「
会
真
記
」
の
事
凡
そ
十
闘
を
述
べ
、
並
び
に
原
文
を
曲
説
に
置

き
、
又
一
關
を
以
て
起
こ
し
、
一
言
を
以
て
結
ぶ
。
後
世
戯
曲
の
格
律
に
視
ぶ
れ
ば
具
体
に
し
て
高
な
る
に
幾
し
。
」
と
評
し
て
い
る
。

北
宋
の
文
人
趙
令
時
が
民
間
講
唱
文
芸
の
鼓
子
詞
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
採
用
し
、
小
説
「
歯
型
伝
」
の
基
本
的
な
プ
ロ
ッ
ト
を
も
と
に

新
た
に
創
作
し
た
「
商
調
蝶
恋
花
」
は
、
後
世
の
戯
曲
に
深
く
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
　
「
商
調
蝶
恋
花
」
と
そ
の
作
者
趙
令
書
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
そ
の
研
究
は
十
分
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
商
調
蝶
恋
花
」
に
つ
い
て
は
、
中
国
で
は
ま
だ
註
釈
が
な
く
、
日
本
で
も
翻
訳
文
が
な
い
。
ま
た
管
見
に
入
っ
た
限
り
、
こ
の
作
品

に
関
す
る
専
論
も
見
当
ら
な
い
。
　
「
西
瘤
記
」
に
関
す
る
専
著
あ
る
い
は
中
国
戯
号
史
の
中
で
は
し
ば
し
ば
こ
の
作
品
に
つ
い
て
触
れ

ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
具
体
的
に
は
未
だ
深
く
分
析
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
と
言
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
招
い
て
い
る
大

き
な
理
由
に
は
、
直
接
的
な
関
連
資
料
が
極
め
て
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
　
「
商
調
蝶
恋
敵
」
そ
の
も
の
を
深

く
理
解
す
る
た
め
に
は
、
関
連
資
料
を
可
能
な
限
り
広
く
集
め
る
こ
と
が
ま
ず
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
趙
令
時
本
人
の

伝
記
、
及
び
彼
と
艦
載
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
　
「
商
調
蝶
恋
花
」
成
立
の
背
景
を
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。

｝
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三

　
才
人
の
多
出
す
る
北
宋
の
文
壇
に
お
い
て
は
、
趙
令
時
は
さ
ほ
ど
有
名
な
文
人
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
彼
の
伝
記
資
料
も
次
の
よ
う

に
い
ず
れ
も
断
片
的
な
も
の
で
あ
る
。
　
『
宋
史
』
巻
二
百
四
十
四
宗
室
伝
に
は
、
　
「
令
時
、
字
は
徳
麟
、
燕
熱
王
の
玄
孫
な
り
、
早
く

才
敏
を
以
て
聞
こ
ゆ
。
元
祐
六
年
（
一
〇
九
一
）
、
籏
書
債
州
公
事
と
な
り
、
時
に
蘇
輯
守
た
り
、
其
の
才
を
愛
で
、
因
っ
て
朝
に
薦

む
。
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
　
『
宋
史
新
編
』
巻
六
十
一
、
　
『
宋
詩
紀
事
』
巻
八
十
五
、
　
『
宋
元
学
案
補
遺
』
、
　
『
富
祐
党
籍
碑

姓
名
考
』
、
　
『
四
庫
提
要
弁
証
』
な
ど
の
書
籍
中
に
も
趙
漸
時
に
関
す
る
伝
記
資
料
が
見
え
る
が
、
内
容
は
い
ず
れ
も
『
宋
史
』
め
記

述
範
囲
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
宋
代
西
痛
故
事
と
蘇
載
（
黄
）
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現
在
、
生
没
年
お
よ
び
彼
の
著
作
に
関
し
て
の
考
証
で
あ
る
『
全
常
事
』
の
付
伝
に
よ
る
と
、
趙
令
時
は
、
影
野
三
年
（
一
〇
五
一
）

宋
太
祖
趙
匡
胤
の
次
男
徳
昭
の
玄
孫
と
し
て
生
ま
れ
、
紹
興
四
年
（
一
＝
二
四
）
八
十
三
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
彼
は
そ
の
才

能
を
蘇
載
に
認
め
ら
れ
、
少
な
か
ら
ず
官
職
を
歴
任
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
巡
り
合
わ
せ
悪
く
、
結
局
中
央
官
界
で
の
栄
達
は
実
現
せ

ず
、
晩
年
零
落
し
、
そ
の
死
に
当
っ
て
は
葬
礼
も
叶
わ
ぬ
極
貧
の
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
果
皮
時
の
生
涯
の
事
跡
に
つ

い
て
は
、
史
籍
…
中
に
あ
ま
り
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
他
の
宋
人
の
専
集
及
び
筆
記
中
に
、
そ
の
幾
つ
か
が
散
見
さ
れ
る
。
例
え

ば
、
高
祖
萬
『
三
太
五
宮
』
巻
五
十
五
、
　
『
千
束
集
』
巻
五
十
四
、
周
必
大
『
文
忠
集
』
巻
十
六
、
空
手
『
朱
文
公
文
集
』
巻
八
十
一

お
よ
び
三
度
『
却
掃
墨
』
巻
下
な
ど
の
中
に
、
趙
令
時
の
文
才
、
官
吏
と
し
て
の
能
力
及
び
人
格
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
高
く
評
価
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き
　

文
章
が
見
ら
れ
る
。
な
か
で
も
、
　
「
蘇
二
四
学
士
」
の
一
人
で
あ
る
繕
事
の
「
書
素
心
二
字
毒
魚
」
に
よ
る
と
、
蘇
載
が
紹
聖
（
一
〇

九
四
－
一
〇
九
七
）
初
年
に
恵
州
、
澹
州
へ
左
遷
さ
れ
た
時
、
趙
令
時
は
危
険
を
恐
れ
ず
、
翻
転
の
「
遺
墨
余
稿
」
を
珍
蔵
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
張
束
は
彼
を
篤
く
尊
敬
し
、
ま
た
賞
賛
し
た
の
で
も
あ
っ
た
。

　
趙
令
時
は
官
途
に
お
い
て
不
遇
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
宗
室
出
身
の
文
人
と
し
て
、
彼
独
自
の
経
歴
と
す
ぐ
れ
た
文
才
を
持
ち
、
後

世
に
少
数
な
が
ら
も
優
秀
な
文
学
作
品
を
残
し
て
い
る
。
現
存
す
る
彼
の
作
品
は
、
　
『
侯
鯖
録
』
八
巻
の
ほ
か
、
宋
人
影
櫨
『
楽
府
雅

詞
』
中
の
詞
十
二
首
、
ま
た
趙
万
里
『
校
集
蛋
白
元
人
詞
』
中
の
詞
三
十
六
首
、
そ
し
て
『
全
蓄
蔵
』
と
『
宋
詩
働
事
』
中
に
詞
三
十

七
首
、
詩
五
首
、
お
よ
び
断
句
二
首
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
宗
室
出
身
の
文
人
趙
令
堂
の
生
涯
の
事
蹟
に
つ
い
て
は
、

史
籍
に
記
載
さ
れ
る
資
料
が
乏
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
時
代
お
よ
び
後
世
の
文
人
学
者
の
著
作
中
に
記
録
さ
れ
、
し
ば
し
ば
高
い

評
価
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
趙
令
時
の
経
歴
に
お
い
て
最
も
注
目
さ
れ
る
点
は
、
彼
と
大
文
豪
蘇
載
と
の
密
接
な
関
係
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
の
文
学
創
作

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
き
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
量
売
は
西
廟
故
事
の
伝
播
に
お
い
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た

す
存
在
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
当
時
西
廟
故
事
を
題
材
と
し
て
創
作
さ
れ
た
「
調
笑
転
踏
」
と
鼓
子
詞
の
作
者
が
、
い
ず
れ
も
彼
の

門
下
の
文
人
で
あ
り
、
ま
た
年
齢
に
お
い
て
も
、
蘇
献
は
秦
観
の
十
二
歳
年
長
、
毛
湧
の
十
九
歳
年
長
、
趙
令
時
の
十
五
歳
年
長
で
あ

り
、
官
人
と
し
て
の
身
分
か
ら
も
、
蘇
転
は
す
で
に
彼
ら
に
十
分
な
影
響
を
及
ぼ
し
得
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
趙
令
時
と
蘇
賦
と
の
密
接
な
交
流
は
、
元
素
六
年
か
ら
七
年
の
間
に
行
わ
れ
る
。
起
工
六
年
（
一
〇
九
一
）
七
月
、
五
十
六
歳
の
蘇

｝
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載
は
竜
図
書
学
士
を
も
っ
て
穎
州
（
今
の
安
徽
省
阜
陽
県
）
の
知
と
な
り
、
そ
の
時
趙
令
書
は
承
議
郎
を
も
っ
て
頴
姻
の
牛
王
詮
な
験

た
。
二
年
前
墨
客
が
杭
州
の
知
と
な
っ
た
時
、
趙
令
時
は
彼
の
属
官
と
し
て
勤
あ
た
こ
と
が
あ
り
、
再
度
一
緒
に
仕
事
を
し
ょ
う
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
ヨ
　

た
の
で
あ
る
。
蘇
輯
の
趙
十
時
の
才
能
に
対
す
る
賞
愛
は
深
く
、
彼
の
字
を
景
既
か
ら
徳
麟
に
改
あ
さ
せ
、
自
ら
「
趙
徳
麟
の
字
の
説
」

と
い
う
一
文
を
書
き
、
こ
の
中
に
彼
を
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。
　
「
其
の
人
と
為
り
を
得
れ
ば
、
博
学
に
し
て
文
あ
り
、
篤
行
に

し
て
剛
、
道
を
為
し
て
信
、
政
を
為
し
て
敏
、
予
お
も
へ
ら
く
聖
帝
の
用
、
瑚
瑳
の
貴
有
り
。
将
に
必
ず
天
下
に
顕
聞
す
る
べ
く
、
特

に
佳
公
子
な
る
の
み
に
非
ず
」
。
即
ち
名
器
時
が
無
智
無
能
の
皇
族
公
子
で
な
く
、
人
柄
、
才
智
と
も
に
す
ぐ
れ
た
文
人
才
子
で
あ
る

こ
と
を
蘇
載
は
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
蘇
載
は
自
ら
の
地
位
と
そ
の
影
響
力
と
に
よ
っ
て
、
前
後
二
度
に
わ
た
っ
て
朝
廷
に

彼
を
推
薦
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
元
祐
七
年
（
一
〇
九
二
）
五
月
、
勲
等
は
竜
門
閣
学
士
知
頴
州
の
身
分
で
「
宗
室
令
時
を
薦
む
る
の

状
」
　
（
『
蘇
賦
文
集
』
巻
三
十
四
）
と
い
う
上
奏
書
を
た
て
ま
つ
っ
た
。
そ
の
後
、
兵
部
尚
書
に
お
い
て
も
、
ま
た
「
再
び
趙
令
時
を

薦
む
る
の
状
」
　
（
『
蘇
転
文
集
』
巻
三
十
七
）
を
上
奏
し
た
。
こ
の
二
篇
の
奏
疏
の
中
、
丁
年
は
西
周
か
ら
唐
代
に
至
る
ま
で
、
歴
代

皇
室
の
才
士
が
国
家
の
繁
栄
に
貢
献
し
た
と
い
う
事
例
を
陳
述
し
、
し
か
も
宋
代
の
状
況
を
結
び
付
け
て
述
べ
、
朝
廷
の
「
国
を
工
め
、

民
を
忌
む
る
は
宗
子
に
及
ば
ず
」
と
い
う
古
い
規
則
を
廃
止
し
、
趙
令
時
の
よ
う
な
宗
室
中
の
人
材
も
才
能
を
登
用
さ
せ
る
べ
き
だ
と

提
案
し
た
。
結
局
、
蘇
載
の
こ
の
推
薦
は
通
ら
ず
、
趙
令
時
の
中
央
官
界
で
の
栄
達
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
裏
付
け
る
資
料
は
現
在
の

と
こ
ろ
見
当
ら
な
い
が
、
あ
る
い
は
こ
の
こ
と
に
よ
る
挫
折
が
、
趙
暫
時
を
し
て
い
よ
い
よ
「
商
調
蝶
高
冷
」
の
創
作
に
向
か
わ
せ
た

一
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
文
学
創
作
の
方
面
で
も
蘇
載
の
影
響
は
当
然
大
き
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
文
人
士
大
夫
の
間
に
お
け
る
交
遊

酬
唱
は
、
罪
代
に
お
い
て
、
　
「
鶯
鶯
伝
」
と
「
鶯
鶯
歌
」
な
ど
伝
奇
小
説
と
詩
と
の
密
接
な
関
係
か
ら
窺
わ
れ
た
が
、
宋
代
も
こ
の
風

習
は
引
き
続
か
れ
て
い
た
。
従
来
よ
り
、
欧
陽
脩
、
蘇
載
ら
が
文
壇
の
盟
主
と
し
て
、
そ
の
当
時
の
文
学
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
当
時
、
認
諾
に
は
、
趙
令
時
、
穎
州
州
学
教
授
陳
師
道
、
お
よ
び
欧
陽
脩
の
二
人
の
息
子
欧
陽

叔
弼
、
欧
陽
季
黙
ら
が
在
住
し
て
い
た
。
穎
州
の
周
囲
は
、
’
山
林
名
勝
な
ど
が
少
な
く
、
蘇
輯
は
も
っ
ぱ
ら
こ
れ
ら
の
人
々
と
と
も
に

酒
を
飲
ん
だ
り
、
詩
を
作
っ
た
り
し
て
余
暇
を
過
ご
す
の
が
常
で
あ
る
。
蘇
載
の
生
涯
に
お
い
て
地
方
官
と
し
て
穎
州
に
勤
め
た
時
間

は
非
常
に
短
か
っ
た
も
の
の
、
残
さ
れ
た
作
品
数
が
か
え
っ
て
非
常
に
多
か
っ
た
理
由
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
る
。
こ
の
約
半
年
の
間
に
、

　
　
　
　
　
宋
代
西
廟
故
・
事
と
蘇
賦
（
黄
）

…
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中
国
文
学
論
集
　
第
二
十
四
号

蘇
載
が
趙
令
時
に
与
え
た
贈
答
詩
は
二
十
首
あ
ま
り
（
『
蘇
載
詩
集
』
巻
三
十
四
～
巻
三
十
六
）
を
数
え
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
趙
令
時
の
詩
は
『
短
詩
紀
事
』
中
に
僅
か
に
五
首
し
か
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
蘇
蜜
の
詩
に
唱
和
し
た
趙
令
時
の
作
品
は

見
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
趙
走
時
の
『
侯
鯖
録
』
に
は
、
当
時
彼
と
蘇
載
が
詩
の
や
り
取
り
を
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

の
記
事
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
二
人
の
密
接
な
間
柄
に
つ
い
て
は
、
宋
人
面
南
『
山
房
集
』
尊
皇
な
ど
の
間
接
的
資
料
も

存
在
し
、
よ
っ
て
、
滋
雨
と
趙
令
時
の
穎
州
に
お
け
る
親
密
な
交
遊
が
存
し
た
こ
と
は
、
十
分
に
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
宗
室
出
身
の
一
人
の
官
僚
と
し
て
、
趙
令
時
は
、
あ
ま
り
伝
記
資
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
北
宋
文
壇
の
一
人
の
文
人
と
し
て
、

彼
は
蘇
賦
と
の
親
密
な
交
遊
酬
唱
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
の
文
学
創
作
の
上
で
も
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

「
商
調
蝶
置
花
」
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
久
保
得
二
氏
は
「
元
祐
の
後
、
靖
康
の
前
」
　
（
即
ち
一
〇
九
五
一
一
一
二
五
の
間
）
と

推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
趙
令
時
の
『
侯
鯖
録
』
と
蘇
載
詩
文
作
品
及
び
宋
人
筆
記
な
ど
を
全
面
的
に
考
察
す
る
と
、
更
に
元
町
年
間
に

蘇
載
ら
と
交
遊
関
係
に
あ
っ
た
以
後
、
こ
の
作
品
を
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
晩
年
に
京
官
に
な
っ
た
と
い
う
趙
令
時
の
経
歴
を

関
連
づ
け
て
見
る
と
、
子
忌
の
影
響
を
受
け
た
後
、
彼
は
「
鶯
鶯
伝
」
に
対
し
て
強
烈
な
興
味
を
抱
き
、
そ
の
う
え
、
京
城
の
「
瓦
町
」
、

「
勾
閲
」
で
当
時
上
演
さ
れ
て
い
た
講
唱
文
学
作
品
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
　
「
商
調
蝶
恋
花
」
を
創
作
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
、

「
商
調
蝶
恋
花
」
は
作
者
の
比
較
的
晩
年
の
、
し
か
も
都
沐
京
で
の
作
品
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

㎜
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趙
令
時
の
「
商
調
蝶
恋
花
」
は
、
　
『
侯
鯖
録
』
巻
五
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
　
「
商
調
藁
菰
花
」
を
作
る
前
に
、
彼
は
「
鶯
鶯
伝
」
及

び
元
積
本
人
に
つ
い
て
深
く
考
証
し
、
　
「
弁
伝
奇
石
塁
事
」
と
「
微
之
年
譜
し
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
二
篇
の
文
章
の
中
で
、
彼
は

「
鶯
鶯
伝
」
の
主
人
公
張
生
が
即
ち
元
積
（
字
微
之
）
本
人
で
あ
る
と
と
ら
え
、
作
品
の
正
式
名
称
も
前
生
、
崔
鶯
鶯
で
は
な
く
、

「
元
微
之
崔
鶯
鶯
商
調
客
年
花
詞
」
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
趙
令
時
は
な
ぜ
「
鶯
鶯
…
伝
」
に
対
し
て
こ
の
よ
う
に
強
烈
な
興
味
を

抱
い
た
の
か
。
　
「
商
調
蝶
恋
花
」
を
作
る
目
的
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
ま

　
「
商
調
蝶
恋
花
」
の
冒
頭
に
、
彼
は
そ
の
当
時
の
西
廟
故
事
の
流
行
の
情
況
を
記
述
し
て
い
る
：
「
至
今
士
大
夫
極
め
て
幽
玄
を
語



り
、
奇
を
問
い
、
異
を
述
べ
、
此
を
挙
げ
て
美
談
と
為
さ
ざ
る
は
無
し
、
侶
優
女
子
に
至
り
て
は
、
皆
能
く
大
略
を
学
説
す
。
惜
し
い

か
な
、
之
に
被
る
に
音
律
を
以
て
せ
ず
、
故
に
之
を
声
楽
に
播
し
、
之
を
管
絃
に
表
わ
す
こ
と
能
わ
ず
。
」
こ
の
よ
う
に
、
趙
幾
時
は

当
時
民
間
に
流
行
し
て
い
た
の
が
「
鶯
鶯
伝
」
の
大
略
で
あ
っ
て
、
そ
の
西
廟
故
事
の
全
部
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
原

因
を
、
楽
曲
が
つ
い
て
な
か
っ
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
。
一
方
、
　
「
離
離
伝
」
の
内
容
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
彼
は
不
満
が
あ
っ
た
。

彼
は
原
作
の
基
本
プ
ロ
ッ
ト
を
保
存
し
な
が
ら
も
、
原
作
の
「
煩
褻
」
で
あ
る
と
こ
ろ
、
即
ち
「
張
生
が
自
分
の
恋
情
を
お
さ
え
た
」
、

「
世
間
に
は
早
生
が
よ
く
過
ち
を
償
っ
た
と
認
め
る
者
も
多
か
っ
た
」
と
い
う
結
末
の
部
分
を
す
っ
か
り
削
り
去
り
、
一
方
で
自
分
の

感
想
を
も
織
り
込
み
な
が
ら
、
　
「
蝶
恋
花
詞
」
十
二
首
を
作
っ
た
。
か
く
し
て
、
西
哲
故
事
は
、
は
じ
め
て
楽
曲
に
支
え
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
、
ま
た
故
事
全
体
が
一
つ
の
作
品
に
お
さ
め
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
人
々
が
共
感
す
る
形
式
を
と
と
の
え
、

民
間
に
広
く
流
布
す
る
に
い
た
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
趙
令
時
の
「
商
調
蝶
三
斜
」
は
十
二
節
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
節
は
語
り
と
歌
の
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
。
ま
ず
散
文
部

分
で
あ
る
語
り
を
見
る
と
、
冒
頭
の
第
一
節
と
結
末
の
第
十
二
節
を
除
い
た
、
第
二
節
か
ら
第
十
一
節
は
、
す
べ
て
原
作
「
鶯
鶯
伝
」

を
簡
潔
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
韻
文
部
分
で
あ
る
歌
は
、
即
ち
作
者
が
自
分
で
作
っ
た
「
蝶
恋
花
詞
」
十
二
首
で
あ
り
、
全

て
語
り
の
後
の
、
最
初
の
一
首
は
「
歌
伴
を
奉
労
し
、
先
づ
格
律
を
定
め
、
後
に
番
田
を
聴
け
」
、
以
後
の
十
一
首
は
各
々
「
歌
伴
を

奉
労
し
、
再
び
前
声
を
和
す
」
と
い
う
言
葉
を
う
け
て
そ
れ
ぞ
れ
歌
わ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
　
「
商
調
蝶
恋
花
」
を
含
む
鼓
子
詞
と
い
う
形
式
は
宋
代
民
間
に
流
行
し
た
講
唱
文
学
の
一
形
式
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ま

ず
散
文
で
内
容
を
概
述
し
、
続
い
て
韻
文
で
物
語
り
を
唱
っ
て
、
語
り
と
歌
（
即
ち
散
文
と
韻
文
）
を
交
互
に
組
み
合
わ
せ
て
観
客
に

語
り
か
け
、
太
鼓
や
そ
の
他
の
管
絃
楽
器
の
伴
奏
と
と
も
に
韻
文
の
詞
曲
を
唱
っ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
鼓
子
詞
に
於
い
て
は
、
韻

文
部
分
で
あ
る
歌
が
が
作
品
の
主
体
で
あ
る
。
　
「
商
調
蝶
理
花
」
の
韻
文
部
分
は
趙
令
時
が
作
っ
た
十
二
首
「
蝶
恋
花
詞
し
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
こ
れ
を
中
心
に
深
く
具
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
十
二
首
の
う
ち
八
首
を
挙

げ
る
こ
と
と
す
る
。

①
麗
質
仙
餓
生
月
殿
　
諦
向
人
間
　
　
　
　
麗
質
の
仙
餓
　
月
殿
に
生
ま
る
る
も
　
人
間
に
講
せ
ら
れ
て

　
　
未
免
凡
情
齪
　
宋
玉
矯
激
流
美
賜
　
　
　
　
未
だ
凡
情
に
乱
さ
る
る
を
免
か
れ
ず
　
宋
玉
　
糖
東
に
美
紛
を
流
し

宋
代
西
廟
故
事
と
蘇
載
（
黄
）
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齪
花
深
塵
曾
相
見
　
密
々
濃
敷
髄
質
便
　
　
懸
花
深
き
処
　
曽
て
相
見
ゆ
　
密
意
濃
歓
　
方
に
便
あ
る
も

　
　
不
奈
浮
名
　
旋
遣
輕
分
散
　
　
　
　
　
　
　
浮
名
を
奈
と
も
せ
ず
　
旋
遣
せ
ら
れ
て
軽
が
う
し
く
分
散
し

　
　
落
々
多
才
零
落
淺
　
等
閑
不
念
離
人
怨
　
　
最
も
恨
む
　
多
才
に
し
て
　
情
　
太
だ
浅
く
　
等
閑
に
離
人
の
怨
む
を
念
は
ざ
る
を

　
第
①
首
は
、
作
者
の
創
作
部
分
で
あ
る
「
前
言
」
の
直
後
に
詠
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
　
「
前
言
」
に
は
、
「
鶯
鶯
伝
」
の
流
伝
情

況
と
「
商
調
蝶
恋
盛
」
創
作
の
目
的
及
び
過
程
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
第
①
首
は
こ
れ
に
対
応
し
て
、
西
廟
故
事
の
大
意
を

概
括
し
、
ま
た
自
分
の
感
想
を
付
け
加
え
て
い
る
。
仙
女
の
よ
う
な
美
し
い
鶯
鶯
は
書
生
童
生
と
出
会
い
、
二
人
は
互
い
に
一
目
ぼ
れ

を
し
た
も
の
の
、
張
生
は
た
と
え
「
密
意
濃
歓
」
の
関
係
を
つ
づ
け
な
が
ら
も
、
　
「
浮
名
」
の
誘
惑
に
耐
え
ら
れ
ず
、
一
方
面
に
鶯
鶯

を
遺
棄
し
た
。
こ
の
よ
う
な
張
生
の
態
度
に
対
し
て
、
作
者
は
「
最
も
恨
む
多
才
に
し
て
情
太
だ
浅
く
、
等
閑
に
離
人
の
怨
を
念
は
ざ

る
を
」
と
い
っ
て
、
そ
の
薄
情
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。

　
②
錦
額
重
簾
深
幾
許
　
繍
履
轡
轡

　
　
未
省
離
朱
戸
　
強
出
嬌
差
都
不
語

　
　
緯
絹
頻
掩
酵
胸
素
　
藤
代
愁
下
版
淡
注

　
　
怨
絶
情
凝
　
不
肯
柳
回
顧

　
　
媚
瞼
未
勾
新
涙
汚
　
梅
英
猶
帯
春
朝
露

　
「
商
調
繋
恋
花
」

散
文
部
分
に
対
応
す
る
十
首
の
「
蝶
恋
花
詞
」

　
ま
ず
、
第
②
首
で
は
「
嬌
差
」
、
　
「
怨
絶
」

の
第
二
節
か
ら
第
十
一
節
ま
で
の
散
文
部
分
は
前
述
の
通
り
「
界
層
伝
」

中
に
登
場
し
た
彼
女
の
イ
メ
：
ジ
と
も
一
致
し
て
い
る
。

怯
弱
」
の
一
面
を
も
有
し
て
い
た
。
ま
さ
に
こ
の
二
重
の
性
格
が
、

女
は
、
最
後
に
棄
て
ら
れ
た
運
命
に
直
面
す
る
時
に
な
っ
て
も
、

　
④
庭
院
黄
昏
春
雨
霧
　
一
縷
深
心

　
　
百
種
成
牽
繋
　
青
谷
無
燈
毒
舌
喜

　
錦
額
　
垂
簾
　
深
き
こ
と
幾
許
ぞ
　
繍
履
　
轡
轡
と
し
て

　
未
だ
朱
戸
を
離
る
る
を
省
ず
　
強
ひ
て
嬌
董
を
出
だ
す
も
　
都
て
語
ら
ず

　
緯
梢
も
て
頻
り
に
掩
ふ
　
蘇
胸
の
素
き
を
　
黛
浅
く
　
愁
ひ
深
く
　
版
淡
く
注
ぎ

　
怨
絶
え
　
情
凝
り
て
　
脚
か
も
回
顧
す
る
を
肯
ぜ
ず

　
媚
瞼
　
未
だ
勾
は
ず
　
新
涙
の
汚
　
梅
英
　
猶
ほ
帯
ぶ
　
春
朝
の
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
基
づ
い
て
改
編
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

は
そ
れ
ぞ
れ
散
文
の
故
事
と
呼
応
し
、
人
物
と
物
語
を
薄
情
的
に
詠
じ
て
い
る
。

の
気
質
と
「
愁
深
」
、
　
「
情
凝
」
の
性
格
を
持
つ
崔
鶯
鶯
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
散
文

　
　
　
　
鶯
鶯
は
「
深
沈
衿
腰
、
善
良
鍾
情
」
の
特
徴
を
備
え
る
と
同
時
に
、
　
「
血
書

　
　
　
　
　
　
　
　
「
回
忌
未
だ
句
は
ず
新
券
の
汚
」
と
い
う
情
況
を
生
み
出
し
、
彼

　
　
　
　
　
　
　
た
だ
我
慢
す
る
し
か
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
庭
院
の
黄
昏
春
雨
亘
れ
　
一
縷
の
深
心

　
百
種
に
牽
繋
を
成
す
　
青
翼
　
幕
然
と
し
て
　
来
た
り
喜
を
報
じ
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花
曇
微
悪
相
容
意
　
待
月
輪
聖
人
不
尽
　
　
花
農
に
微
か
に
　
相
ひ
容
る
る
の
意
を
諭
し
　
月
を
西
廟
に
待
ち
て
　
人
離
ね
ず

　
　
簾
影
揺
光
　
朱
戸
猶
傭
閉
　
　
　
　
　
　
　
簾
影
の
揺
晃
　
朱
戸
　
猶
ほ
傭
く
閉
づ

　
　
花
動
雪
踏
紅
蓼
墜
　
分
明
疑
是
情
人
至
　
　
花
動
き
て
將
を
払
ひ
て
　
紅
薯
　
墜
ち
　
分
明
に
疑
ふ
ら
く
は
　
是
れ
情
人
の
至
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ら
ん

　
第
③
、
④
首
は
張
生
の
形
象
を
描
写
し
た
詞
で
あ
る
。
受
配
と
出
会
っ
て
か
ら
、
張
生
は
す
っ
か
り
心
を
奪
わ
れ
、
「
寝
を
廃
し
餐

を
忘
れ
て
思
想
遍
く
」
、
　
「
一
縷
の
細
心
、
百
種
に
牽
繋
を
成
す
」
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
ま
た
「
春
詞
の
一
紙
」
を
書
き
、
親
電
か

ら
返
事
で
あ
る
《
明
月
三
五
夜
》
と
い
う
詩
を
も
ら
っ
た
時
に
は
、
彼
は
狂
わ
ん
ば
か
り
に
喜
ぶ
。
　
「
花
動
き
て
緒
を
払
ひ
て
紅
薯
墜

ち
、
分
明
に
疑
ふ
ら
く
は
是
れ
情
人
の
至
る
な
ら
ん
」
と
い
う
言
葉
は
、
彼
の
こ
の
様
な
気
持
ち
を
描
写
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上

の
よ
う
な
生
き
生
き
と
し
た
、
ま
た
多
少
の
誇
張
を
含
む
描
写
は
、
迂
生
の
堕
落
の
激
し
さ
を
表
現
す
る
と
同
時
に
、
反
面
、
彼
の
軽

率
さ
と
薄
情
さ
と
い
う
性
格
を
も
際
立
た
せ
て
い
る
。
．
従
っ
て
、
西
諸
で
出
会
っ
た
時
、
墨
形
に
「
恣
に
多
情
を
窪
む
」
と
非
難
さ
れ

た
後
、
張
生
の
気
持
ち
は
希
望
と
喜
び
か
ら
一
気
に
絶
望
と
苦
し
み
へ
と
変
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
第
⑤
首
で
は
、
感
情
と
風
景
と

の
対
比
に
よ
っ
て
、
張
生
の
こ
う
し
た
激
し
い
感
情
の
激
変
が
描
き
出
さ
れ
る
。
　
「
恰
に
春
宵
に
到
れ
ば
、
明
月
三
五
に
当
つ
」
と
い

う
美
し
い
景
色
の
中
に
、
石
生
は
「
欄
恨
と
し
て
空
し
く
回
り
て
誰
と
共
に
か
語
ら
ん
、
只
だ
応
に
化
し
て
朝
雲
と
作
り
て
去
る
べ
し
」

と
気
持
ち
を
落
ち
込
ま
せ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
張
生
が
「
正
に
是
れ
断
腸
凝
望
の
際
」
に
あ
る
時
に
、
意
外
に
も
「
聾
心
嬬

蛾
に
捧
げ
得
て
至
る
」
。
か
く
し
て
、
虚
言
と
霊
芝
、
こ
の
才
子
佳
人
の
カ
ッ
プ
ル
は
漸
く
楽
し
い
西
門
の
交
わ
り
を
な
す
こ
と
に
な

る
。
第
⑥
首
は
こ
の
美
し
い
夢
の
よ
う
な
西
廟
の
会
を
詠
む
も
の
で
あ
る
。

⑥
敷
夕
孤
眠
如
度
歳
　
將
謂
今
生

　
會
合
終
無
計
　
正
是
断
腸
凝
望
際

　
雲
心
捧
得
嬬
蛾
至
　
玉
因
花
忍
董
技
涙

　
端
麗
妖
娩
　
不
與
前
時
比

　
人
去
月
斜
疑
夢
燦
　
衣
香
茎
短
牧
留
骨

楽
し
み
極
ま
り
て
哀
情
多
し
と
い
う
よ
う
に
、
第
⑦
首
か
ら
は
、

宋
代
西
廟
故
事
と
蘇
載
（
黄
）

数
夕
の
孤
眠
　
歳
を
度
る
が
如
し
　
将
に
今
生
を
謂
へ
ば

終
に
計
無
し
　
正
に
握
れ
断
腸
凝
望
の
際

雲
心
　
嬬
餓
に
捧
げ
得
て
至
る
　
玉
因
の
花
柔
　
董
じ
て
涙
を
技
ひ

端
麗
な
る
妖
娩
　
前
時
に
比
せ
ず

人
去
り
　
壁
塗
に
し
て
　
夢
燦
に
疑
ふ
も
　
衣
香
　
猶
ほ
在
り
て
　
赦
膏
に
留
む

　
　
　
　
　
　
　
崔
、
張
の
愛
情
故
事
の
悲
劇
性
の
発
展
過
程
が
徐
々
に
示
さ
れ
て
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ゆ
く
。
　
「
翻
意
相
歓
ぶ
朝
又
々
」
の
中
に
ひ
た
る
こ
の
カ
ッ
プ
ル
は
、
張
生
が
功
名
心
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
別
れ
の

時
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
第
⑦
、
⑧
首
は
こ
の
「
離
愁
棲
咽
の
処
」
と
い
う
別
離
の
場
面
を
言
葉
を
尽
し
て
描
き
出
す
。
　
「
離
情
盈

抱
し
て
終
ひ
に
語
る
無
し
」
、
　
「
絃
腸
倶
に
断
た
る
梨
花
の
雨
」
と
い
う
言
葉
が
重
ね
ら
れ
て
ゆ
く
。

　
⑧
碧
沼
鴛
喬
交
頸
舞
　
正
急
隻
棲
　
　
　
　
　
碧
沼
の
鴛
鴛
　
頸
を
交
へ
て
舞
ひ
　
正
に
双
棲
に
態
り
て

　
　
又
遣
分
飛
去
　
漉
露
営
言
々
不
許
　
　
　
　
又
遣
は
し
分
か
れ
て
飛
び
去
る
　
翰
を
溺
っ
て
贈
塾
す
る
も
　
終
ひ
に
許
さ
ず

　
　
援
琴
訴
蓋
奴
心
素
　
曲
未
成
聲
先
攻
慕
　
　
琴
を
援
り
て
訴
へ
尽
く
す
　
奴
の
心
素
　
曲
未
だ
声
を
成
さ
ざ
る
に
　
先
づ
怨
姦
し

　
　
忍
涙
凝
情
　
強
作
覧
裳
序
　
　
　
　
　
　
　
涙
を
忍
び
　
情
を
凝
ら
す
　
強
ひ
て
寛
裳
の
序
を
作
す

　
　
弾
到
離
愁
棲
咽
塵
　
補
題
倶
断
梨
花
雨
　
　
離
愁
棲
咽
の
処
に
弾
き
到
れ
ば
　
絃
腸
　
倶
に
断
つ
　
梨
花
の
雨

　
第
⑨
首
は
「
別
後
の
相
思
編
目
乱
れ
」
と
い
う
二
人
の
思
い
を
述
べ
た
詞
で
あ
る
。
張
生
は
「
忽
ち
南
南
の
雁
に
寄
す
」
と
は
い
う

も
の
の
、
心
中
で
は
鶯
鶯
を
見
棄
て
て
い
た
。
一
方
、
鶯
鶯
は
変
ら
ぬ
恋
情
を
抱
き
な
が
ら
も
、
　
「
幽
会
未
だ
終
ら
ざ
る
に
魂
巳
に
断

た
れ
」
と
い
う
結
末
を
迎
え
る
。
作
者
は
遺
棄
さ
れ
た
主
意
の
悲
劇
的
な
運
命
に
大
い
に
同
情
し
、
第
⑩
、
⑪
忌
中
に
垂
直
の
憔
惇
と

絶
望
の
様
子
を
述
べ
写
し
、
か
く
し
て
「
情
深
く
し
て
何
ぞ
情
の
倶
に
浅
ぎ
に
似
ん
」
と
い
う
不
満
の
声
を
上
げ
る
の
で
あ
る
。

⑨
別
後
相
思
心
目
齪
　
不
謂
芳
音

　
忽
寄
南
來
雁
　
夏
鳶
花
野
和
涙
巻

　
細
書
方
寸
教
伊
看
　
門
弟
良
宵
惑
計
遣

　
夢
裏
依
稀
　
暫
若
尋
常
見

　
幽
會
未
終
魂
已
断
　
半
裳
如
媛
人
三
遠

⑪
夢
畳
高
唐
雲
雨
散
　
十
二
巫
峯

　
隔
断
相
思
眼
　
不
才
労
人
下
血
獺

　
爲
郎
憔
埣
差
愚
見
　
青
煮
不
潔
孤
軍
怨

　
路
失
桃
源
　
再
會
終
無
便

　
蓄
恨
新
接
極
計
遣
　
情
深
何
似
情
下
之

別
後
め
相
思
　
心
目
乱
れ
　
芳
音
を
謂
は
ず

忽
ち
南
来
の
雁
に
寄
す
　
却
っ
て
花
穫
に
写
し
て
　
涙
と
和
に
巻
き

細
か
に
方
寸
を
書
き
て
　
伊
を
し
て
看
し
む
　
野
離
の
良
宵
　
遣
る
を
計
る
無
く

夢
裏
　
依
稀
と
し
て
　
暫
く
尋
常
に
見
ゆ
る
が
若
し

幽
会
　
未
だ
終
ら
ざ
る
に
　
魂
已
に
断
た
れ
　
半
余
媛
む
る
如
き
も
　
人
蔭
ほ
遠
し

夢
は
高
唐
に
覚
め
て
　
雲
雨
散
じ
　
十
二
の
巫
峰

隔
断
す
　
相
思
の
眼
　
労
人
の
直
な
ら
ず
に
　
歩
を
移
し
て
塞
く

郎
の
為
に
前
野
す
れ
ば
　
郎
の
見
る
を
蓋
ず
青
翼
来
た
ら
ず
　
孤
鳳
怨
み

路
は
桃
源
に
失
は
れ
て
　
再
会
　
終
ひ
に
便
無
し

旧
恨
新
愁
　
那
ぞ
遣
は
す
を
計
ら
ん
　
情
深
く
し
て
　
何
ぞ
情
の
倶
に
浅
き
に
似
ん
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以
上
十
首
の
「
蝶
恋
花
詞
」
は
崔
五
重
と
化
生
の
恋
愛
を
題
材
と
す
る
西
廟
故
事
を
完
全
に
演
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
書

き
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
蛇
毒
時
は
自
分
の
気
持
ち
を
ま
だ
十
分
に
言
い
尽
し
て
い
な
い
と
し
て
、
ま
た
「
後
記
」
と
い
う
散
文
を
書

き
加
え
た
。
そ
の
中
で
趙
令
時
は
、
　
「
崔
の
始
め
相
得
て
終
り
に
相
失
ふ
に
至
る
、
豊
に
組
む
を
得
ざ
る
か
な
」
と
い
う
見
解
を
示
し
、

鶯
鶯
が
無
燈
の
被
害
者
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
全
篇
の
最
後
「
尾
声
」
　
（
即
ち
第
⑫
首
）
に
お
い
て
、
趙
令
時
は
棄
て
ら
れ
た
叢
叢

に
心
か
ら
の
同
情
を
寄
せ
る
と
同
時
に
、
張
生
の
薄
清
さ
と
残
酷
さ
を
厳
し
く
非
難
す
る
の
で
あ
る
。

⑫
鏡
破
人
離
何
塵
事
　
路
隔
銀
河

　
歳
會
知
猶
近
　
只
道
新
春
鎗
痩
損

　
玉
容
不
見
空
傳
信
　
棄
郷
前
漱
倶
未
忍

　
豊
料
盟
言
　
陸
頓
無
愚
準

　
地
久
天
長
終
有
爵
　
綿
綿
不
似
無
窮
四

鏡
破
れ
　
人
離
れ
て
　
何
れ
の
処
に
問
は
ん
　
路
は
銀
河
に
隔
た
る
も

弘
治
　
猶
ほ
近
き
を
知
る
　
只
だ
道
ふ
　
新
来
痩
損
を
籍
し

玉
容
　
見
え
ず
　
空
し
く
信
を
伝
ふ
　
前
歓
を
立
后
し
て
　
倶
に
未
だ
忍
ば
ず

豊
に
料
ら
ん
や
　
盟
言
　
陸
頓
に
愚
準
無
き
を

地
久
し
く
天
長
き
も
　
終
ひ
に
尽
く
る
有
り
　
綿
綿
と
し
て
　
無
窮
の
恨
み
に
似
ず

　
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
鑑
み
る
に
、
「
商
調
蝶
暴
雨
」
に
次
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
（
一
）
、
　
「
鶯
鶯
嬢
」
に
比
べ
て
、
作
者
の
観
点
が
鮮
明
で
あ
り
、
故
事
の
内
容
が
充
実
し
て
い
る
。
趙
令
時
は
「
鶯
鶯
伝
」
の
内

容
を
概
括
す
る
時
に
、
原
作
中
の
張
生
の
「
心
情
の
辮
」
と
元
積
の
「
補
過
の
辞
」
と
い
う
「
雨
量
」
な
文
字
を
削
り
去
り
、
ま
た

「
遺
棄
」
を
「
善
補
過
」
と
見
な
し
、
　
「
薄
情
」
を
「
忍
情
」
と
言
い
な
す
元
積
の
立
場
を
き
っ
ぱ
り
捨
て
去
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

一
方
で
崔
、
張
二
人
の
「
始
め
相
得
て
終
り
に
相
失
ふ
に
至
る
」
と
い
う
悲
劇
の
結
末
に
対
し
て
、
こ
れ
を
深
く
惜
し
む
気
持
ち
を
打

ち
出
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
　
「
商
調
蝶
恋
花
」
の
主
題
の
時
代
性
と
進
歩
性
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
は
、

秦
観
と
出
遅
の
「
調
笑
転
踏
」
な
ど
類
似
作
品
と
比
較
す
れ
ば
、
さ
ら
に
内
容
の
充
実
と
叙
述
の
完
備
と
い
う
点
に
お
い
て
、
作
品
と

し
て
の
著
し
い
進
歩
と
完
成
の
跡
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
（
二
）
、
形
式
が
整
い
、
そ
の
表
現
も
実
に
優
れ
て
い
て
、
生
き
生
き
と
し
た
描
写
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
全
篇
が
辛
子
詞
と

い
う
形
式
を
用
い
て
、
説
と
唱
、
す
な
わ
ち
散
文
と
韻
文
相
交
差
し
て
形
成
さ
れ
る
。
宋
代
は
、
詞
の
繁
栄
時
期
と
言
わ
れ
、
ま
た
宗

室
文
人
で
あ
る
作
者
趙
謬
言
は
す
ぐ
れ
た
文
学
素
養
を
持
っ
て
お
り
、
作
品
中
に
は
す
ば
ら
し
い
詞
句
が
散
見
す
る
。
例
え
ば
、
第
⑤
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首
の
「
欄
恨
空
回
良
否
語
、
只
今
化
作
朝
雲
去
」
、
第
⑥
首
の
「
人
去
月
斜
疑
笹
森
、
衣
香
猶
在
肱
留
壁
」
及
び
第
⑨
首
「
幽
會
未
終

魂
已
断
、
半
露
髄
好
人
猶
遠
」
と
い
う
詞
句
は
作
者
自
身
の
感
情
が
実
に
巧
み
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
特
に
四
諦

の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
詠
じ
た
「
黛
淺
愁
深
駿
淡
注
、
怨
絶
情
凝
、
不
肯
聯
回
顧
」
や
「
弾
到
離
愁
棲
咽
塵
、
絃
腸
倶
断
梨
花
雨
」
と

い
っ
た
句
は
、
最
も
そ
の
対
象
を
生
き
生
き
と
描
き
出
し
た
部
分
で
あ
り
、
読
者
を
強
く
感
動
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
趙
令
時
は
湯
釜
の
「
鶯
直
伝
」
に
基
づ
き
な
が
ら
「
鼓
子
詞
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
採
用
し
、
独
自
の
見
解
に
よ
っ
て
「
商
調
蝶
野

花
」
と
い
う
車
代
の
す
ぐ
れ
た
文
学
作
品
を
生
み
出
し
た
。
こ
の
作
品
は
、
そ
の
当
時
に
あ
っ
た
西
廟
故
事
と
い
う
も
の
を
士
大
夫
階

層
に
と
ど
ま
ら
ず
、
庶
民
娯
楽
の
場
所
に
ま
で
上
演
に
供
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
し
か
も
、
そ
の
形
式
と
内
容
の
特
徴
お
よ
び
成

功
度
か
ら
見
る
と
、
こ
の
作
品
が
西
痛
故
事
の
演
変
の
中
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
特
に
「
董
西
願
」
、
　
「
王
西
廉
」
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

後
世
の
戯
曲
へ
の
道
を
開
い
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
「
含
量
記
は
四
徳
麟
商
調
蝶
恋
花
よ
り
出
ず
」
や

　
　
　
　
ハ
ど

「
戯
曲
の
祖
」
な
ど
と
論
じ
ら
れ
る
の
は
、
あ
な
が
ち
過
褒
の
辞
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

一
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本
稿
に
於
い
て
は
、
趙
令
時
「
商
調
蝶
恋
花
」
及
び
奇
観
、
毛
湧
「
調
笑
転
踏
」
と
い
う
作
品
を
め
ぐ
っ
て
、
宋
代
に
於
け
る
聖
廟

故
事
の
流
伝
と
蘇
執
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
牡
丹
は
北
宋
文
壇
の
盟
主
と
し
て
、
彼
の
卓
絶
し
た
文

学
創
作
の
才
能
を
も
っ
て
、
宋
代
に
お
け
る
文
学
の
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
対
し
て
甚
大
な
貢
献
を
し
た
が
、
西
痛
故
事
の
流
伝
と
発
展
に

つ
い
て
も
、
重
要
な
役
割
を
果
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
宋
代
文
人
間
の
師
承
交
遊
関
係
に
つ
い
て
、
一
つ
の
興
味
あ
る
新
し
い

研
究
課
題
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
従
来
よ
り
、
欧
陽
脩
、
蘇
転
ら
は
文
壇
の
盟
主
と
し
て
、
彼
ら
は
文
人
学
士
と
結
び
つ
き
、
多

く
の
門
生
後
輩
を
抜
擢
し
、
当
時
の
文
学
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

西
廟
故
事
の
流
伝
と
発
展
に
つ
い
て
も
、
ま
さ
に
同
様
の
事
実
が
検
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
「
西
廟
記
」
文
学
の
研
究
は
、
中
国
文
学
に
於
け
る
、
　
一
つ
の
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。
以
上
の
考
察
に
よ
り
、
伝
奇
小
説
か

ら
講
唱
文
学
、
そ
し
て
戯
曲
芸
術
と
い
う
流
れ
を
見
る
と
、
北
宋
趙
令
時
の
「
商
調
蝶
恋
花
」
は
、
ま
さ
に
前
を
承
け
て
後
を
啓
き
、



特
に
「
董
西
痛
」
、
「
王
西
廟
」
及
び
後
世
の
戯
曲
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
元
雑
劇

「
西
廟
記
」
そ
の
も
の
の
研
究
以
外
に
も
、
西
廟
故
事
の
流
伝
と
発
展
及
び
こ
う
い
つ
た
作
品
に
つ
い
て
、
検
討
す
べ
き
課
題
が
少
な

く
な
い
。
本
稿
は
、
そ
の
様
な
課
題
に
取
り
組
ん
だ
試
論
で
あ
り
、
今
後
も
こ
の
分
野
に
つ
い
て
の
一
層
の
研
究
に
励
み
た
い
と
思
う
。

注

（
1
）

（
2
）

（
3
＞

（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

「
南
歌
子
」
：
笑
伯
薔
薇
羅
、
行
憂
寳
琶
優
。
美
人
依
約
在
西
廟
。
紙
器
暗
中
迷
路
、
認
鯨
香
。
　
　
午
夜
風
置
酒
、
三
更
月
到
林
。
箪

紋
如
水
玉
肌
涼
。
何
物
與
馬
蹄
去
、
有
残
赦
。
　
（
龍
楡
生
編
『
東
披
樂
書
函
』
巻
三
　
商
務
印
書
館
　
一
九
三
六
年
）

「
雨
中
花
慢
」
：
遽
院
重
壁
何
心
、
惹
得
多
情
、
愁
樹
風
光
。
睡
起
酒
閲
花
蕊
、
蝶
齪
蜂
蜜
。
今
夜
何
人
、
書
論
北
嶺
、
待
月
西
田
。
空

恨
望
塵
、
｛
株
紅
杏
、
斜
影
低
瘤
。
　
　
差
置
易
攣
、
傍
人
先
毘
、
善
導
専
心
猜
防
。
誰
信
道
、
此
二
児
恩
愛
、
無
限
凄
涼
。
好
事
若
無
間

阻
、
幽
漱
御
是
尋
常
。
　
一
般
滋
味
、
就
中
香
美
、
除
是
楡
嘗
。
　
（
同
（
1
）
）

「
定
風
波
」
：
莫
怪
鴛
喬
誘
帯
長
、
腰
輕
不
勝
舞
衣
裳
。
薄
倖
只
貧
游
置
去
。
何
庭
、
垂
楊
系
馬
恣
輕
狂
。
　
　
花
謝
紫
飛
春
又
審
。
堪

恨
、
断
弦
塵
管
伴
帰
赦
。
不
信
蹄
來
但
自
看
。
伯
見
、
爲
郎
憔
埣
課
程
郎
。
　
（
同
（
1
）
）

「
張
子
野
馳
八
十
五
、
尚
聞
買
薬
、
述
古
令
作
詩
」
：
遠
里
先
生
自
営
狂
、
莫
欺
九
尺
髪
眉
蒼
。
詩
人
豪
富
麗
質
在
、
公
子
蹄
來
燕
燕
忙
。

柱
下
相
君
猶
有
歯
、
江
南
刺
史
已
無
腸
。
平
生
謬
作
安
昌
客
、
略
重
藤
宣
到
白
黒
。
　
（
『
平
準
詩
集
』
巻
十
一
　
中
華
書
局
　
一
九
八
二

年
）

『
宋
史
・
文
苑
傳
六
・
黄
庭
堅
』
：
「
與
張
束
、
晃
中
之
、
秦
観
倶
游
蘇
載
門
、
天
下
稻
薄
霧
學
士
。
」

清
・
銭
謙
益
『
〈
総
門
六
君
子
文
題
〉
序
』
：
「
六
君
子
者
、
張
来
文
潜
、
秦
本
塁
游
、
陳
師
道
引
越
、
晃
補
…
之
無
縫
、
黄
濁
堅
魯
直
、

李
薦
方
叔
也
。
」
　
（
『
四
庫
全
書
』
集
部
総
集
類
）

瓦
子
は
宋
、
元
代
の
時
に
各
種
の
欝
欝
を
上
演
し
た
場
所
で
あ
り
、
勾
閲
は
宋
、
元
の
時
に
官
妓
が
雑
劇
を
上
演
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

『
張
来
集
』
巻
五
十
四
「
書
趙
令
峙
字
説
後
」
：
「
蘇
公
既
調
嶺
外
、
其
所
厚
善
者
往
往
得
罪
、
再
帰
亦
誓
事
二
十
年
、
其
平
生
與
公
往

還
壁
跡
、
宜
其
深
微
而
韓
之
　
。
而
徳
平
岡
然
、
費
擁
壁
遺
墨
絵
稿
、
叢
叢
揚
蓋
、
此
序
其
甲
也
。
予
問
其
意
、
徳
麟
慨
然
日
、
　
〈
主
文

｝
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章
野
鼠
者
也
、
不
可
使
後
人
致
恨
干
我
。
〉
予
日
、
此
正
先
生
所
謂
〈
篤
行
而
剛
、
信
子
早
道
〉
者
歎
？
」
（
中
華
書
判
　
一
九
九
〇
年
）

（
9
）
『
蘇
載
文
集
』
巻
十
「
趙
徳
野
鶴
説
」
：
「
得
其
賢
人
、
博
結
界
文
、
篤
行
而
剛
、
信
於
里
道
、
而
敏
於
爲
政
。
予
以
爲
吃
驚
梓
之
用
、

　
　
瑚
瑳
之
貴
、
將
必
顯
聞
於
天
下
、
非
特
佳
公
子
而
已
。
」

（
1
0
）
『
山
房
集
』
生
野
：
「
趙
令
時
、
宗
室
近
屡
、
猶
子
好
學
有
腎
管
、
山
野
鯖
予
行
挙
世
。
元
祐
六
年
簸
判
穎
上
、
東
披
出
守
、
愛
蝉
茸
姓

　
　
而
有
文
、
一
見
待
遇
文
士
、
賦
詩
飲
酒
嘗
令
贋
和
、
別
至
尊
語
形
於
篇
詠
、
字
之
日
記
麟
、
其
後
張
文
潜
書
字
説
、
月
遅
麟
與
韓
子
葉
諸

　
　
人
名
振
一
時
。
東
路
領
盛
時
、
路
上
其
才
、
明
年
去
春
、
主
力
薦
之
、
宝
器
其
人
爲
清
廟
之
寳
。
東
披
面
面
、
徳
麟
亦
坐
二
十
年
。
」

　
　
　
（
『
四
庫
全
書
』
集
部
別
集
類
）

（
1
1
）
久
保
得
二
『
支
那
戯
曲
研
究
』
第
六
五
頁
（
弘
道
館
　
昭
和
三
年
）

（
1
2
）
『
霊
活
録
』
は
趙
令
時
が
書
い
た
故
事
と
詩
話
の
生
繭
で
あ
り
、
　
『
稗
海
』
第
八
函
、
　
『
知
不
足
齋
叢
書
』
第
二
十
二
集
、
　
『
四
庫
全
書
』

　
　
子
部
小
説
家
類
、
　
『
叢
書
集
成
初
編
』
文
學
類
、
　
『
筆
記
小
説
大
観
』
第
六
輯
に
牧
録
さ
れ
て
い
る
。

（
1
3
）
況
周
噸
『
惹
黙
思
話
』
雀
一
「
詞
用
詩
句
曲
用
詞
事
」
：
「
金
元
人
製
曲
、
往
往
用
翼
翼
詞
句
。
關
漢
卿
、
王
實
甫
西
廟
記
出
於
趙
遅
駆

　
　
商
調
蝶
懲
花
、
其
尤
箸
者
。
」
　
（
唐
十
二
編
『
華
中
叢
編
』
第
五
珊
第
四
四
一
九
頁
　
中
華
書
局
　
一
九
八
六
年
）

（
1
4
）
王
覇
維
「
戯
曲
考
源
」
：
「
徳
麟
此
白
毛
西
河
詞
話
聴
視
爲
戯
曲
之
祖
。
」
　
（
『
王
観
堂
先
生
全
集
』
研
十
四
　
文
華
出
版
公
司
　
一
九
六

　
　
八
年
）
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